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北陸地方整備局
技術開発・管理部会
工事安全管理分科会

１．事故の発生状況

１）過去５年平均との比較
R2の事故件数は90件で過去5年平均と比べ22件多く、労働災害は53件、公衆災害は37件発生

し、特に労働災害は過去5年平均と比べ大幅に増加している。

死亡事故が１件発生している。

－１－

※使用している数値は速報値であるため、今後変更となる可能性があります。

※北陸地方整備局発注の直轄工事を対象としています。

◆令和２年１月～１２月事故の状況◆

【事故の特徴】

☆事故件数は「９０件」発生しており、過去５年平均に比べ２２件増加

☆特に、Ｒ２年は過去５年平均に比べ労働災害が増加している。

☆Ｒ２は５、６、８月に事故が増加。

☆Ｒ２は死亡事故が１件発生（過去５年平均１．２人）

★５月に死亡事故が１件発生 ★工事着手直後の５、６月に事故が増加

★熱中症により、８月に事故が増加
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－2－

２）四半期別の事故発生件数

R2の1～3月は10件、4～6月は24件、7～9月は34件、10～12月は22件発生しており、過去5年

平均と比べると1～3月は減少しているものの、他の期間は増加しています。特に4～6月、7～9月は10

件以上増加しています。
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３）事故割合

施工中の発生割合は、5月～11月で事故割合が概ね1%以上となっています。過去5年平均と比べ

ると5、６月、8月で大幅増加しています。Ｒ２年は早期発注等により、工事の着手時期が5、6月に

移動したものと推測されます。8月が増加していますが熱中症が多発したことが主な原因です。
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←熱中症多発のため増加
例年の事故割合ピークは７月
→Ｒ２は５、６月に移動
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－2－

４）月別の事故発生件数
例年の事故発生のピークは7月であるが、R2は5、6月にピークが移動しています。工事事故の発

生は工事開始直後が高く、Ｒ２年はピークが早期発注等により、7月から5、6月に移動したものと推

測されます。なお、R2は8月は熱中症が多発したため、例年に比べ大きく増加しています。
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←熱中症が多発

５）休業4日以上の事故発生状況
R2の休業4日以上（死亡を除く）の事故は９件発生しており、事故発生率は17%となっています。

過去5年平均と比べると重大事故件数は変わっていないが、労働災害件数が増加しています。
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－４－

６）労働災害の原因別事故発生件数

※その他：土砂崩落・落盤・電気・爆発・港湾・その他事故等
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Ｒ２の労働災害の原因別事故発生件数は、墜落事故以外は全て増加しています。特に建設機械等、

その他事故が増加しており、その他の事故17件のうち10件は熱中症で8月に増加しています。

うち１０件が
熱中症

７）公衆災害の原因別発生状況

R2の公衆災害は過去5年平均と比べ、大きな変化はありません。（36.6→37件）。原因別発生状況

は過去5年平均と比べると、架空線が5.4件から8件に増加しています。
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８）工具取り扱い事故発生状況
工具等取扱い事故のH27～R2の状況では29歳以下の事故が約3割を占めています。建設業全体に占

める29歳以下の就業者は約１割程度ですが、人力除草による鎌等工具等の取扱いにより被災する事故

が多い。 （工具等：草刈り鎌、釘打機、ディスクグラインダー等）

○作業の初期段階、工事
着手時が事故発生のリス
クが高く、特に注意が必
要です。

－５－
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９）全国データより（平成26～30年度SASデータより）
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①工事・作業進捗度別事故発生の傾向

作業進捗度別の事故について（平成26～30年度）

工事進捗度別の事故について（平成26～30年度）

【作業進捗度別事故件数】

○ 作業初期段階（～10％）に
おける事故件数が全体の
25％を占めており、飛びぬ
けて多い

【工事の進捗度別事故件数】

○ 工期の着手時（～10％）及び
工期末（91～100％）におけ
る事故件数が全体件数の約
30％を占めている

総務省 労働力調査より
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－６－
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[出典：厚生労働省 労働災害統計 「労働者死傷病報告」による死傷災害発生状況（平成26～30年 確定値）]

建設業における年齢階層別死亡者数の推移建設業における年齢階層別死傷者数の推移

死傷者数の最も多いのは60歳以上であり、H28から増加傾向にある

10代の死傷者の割合は、就業者数の減少の影響もあるが、近年減少傾向を示している

死亡者数は年度により異なるが、最も割合が多いのは60歳以上であり、次いで50歳代、
40歳代、30歳代の順である

②年齢別の死傷者数（平成26～30年）

○一般には年齢が高いと経験が豊富だが体力や俊敏性の衰えが懸念されるため、
現場の安全管理体制を充実させ事故を防止する必要があります。

向こう3 か月の気温は、寒気の影響を受けにくいため、平年並か高いでしょう。

月の降雪量は、２月と３月はともに平年並か少ない見込みです。

令和３年１月２５日

新潟地方気象台 発表

＜予想される向こう３か月の天候＞

向こう３か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のあ
る気温、降水量等の確率

は以下のとおりです。

この期間の平均気温は、平年並または高い確率ともに４０％で
す。

２月 平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。

３月 天気は数日の周期で変わるでしょう。

４月 天気は数日の周期で変わるでしょう。

２．北陸地方３ヶ月予報（２月から４月まで） 令和３年１月２５日 新潟地方気象台 発表

【問合せ先】北陸地方整備局企画部 技術検査官 山崎 TEL 025-370-6702 FAX 025-280-8861
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